
 

 

鶴岡市西目地内の土砂崩れ災害に係る山形県と鶴岡市の合同対策会議 

次     第 

 

日時：令和５年２月２７日（月）１０：００ 

場所：鶴岡市役所 大会議室（６階） 

 

１ 開  会 

 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

 

３ 協  議 

（１）鶴岡市西目地区災害関連緊急地すべり対策事業について（山形県） 

 

 

 

（２）鶴岡市西目地内土砂災害復旧事業について（鶴岡市） 

 

 

 

（３）鶴岡市における土砂災害対策の進め方について（鶴岡市） 

～ 土砂災害警戒区域の合同点検、ハザードマップの作成 ～ 

 

 

 

（４）その他 

 

 

 

 

４ 閉  会 
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公益上支障があると鶴岡市が判断した土砂を撤去し 、 生
活環境の保全及び公衆衛生の向上を図ること を目的と し災
害廃棄物（ がれき） を直接市が撤去する。

西目災害土砂災害合同会議（ 堆積土砂等排除・ 災害等廃棄物処理スキーム） 廃棄物対策課 R05.2.27(修正1）

事業の目的

(仮)災害等廃棄物処理事業（環境省）

(仮)堆積土砂排除事業（国交省） (仮)公共土木施

設災害復旧事業
（国交省）

採択に向け現在申請の準備を進めている事業

崩落した堆積土砂とがれきの撤去は鶴岡市が工事を一括発注、
道路復旧は早期復旧を目指し先行して発注する予定としている。

平 面 図 着工前イメ ージ

(仮)公共土木施設災害復旧事業

(仮)堆積土砂排除事業

(仮)災害等廃棄物処理事業

完了イメ ージ

土砂撤去面積
約7,000平方メ ート ル

土砂撤去 17,000立法メ ート ル

撤去がれき 1,638ト ン

土砂撤去 1,300立法メ ート ル

西目災害土砂災害合同会議（ 堆積土砂等排除・ 災害等廃棄物処理スキーム）

R05.1.19撮影（ 救助作業後） R05.1.19撮影（ 救助作業後） R05.2.17撮影（ 救助がれき撤去状況）

（一括発注）

（３月補正）

土砂撤去面積 約7, 000㎡
土砂撤去（ 推計） 17, 000㎥
撤去がれき類（ 推計） 1, 638ｔ

救助活動により付近民地に散在したがれきについては、 環境
保全のため２ 月１ ３ 日（ 月） より 撤去に着手し 、 鶴岡市菱津
地内に設置した仮置き場で分別集積している。

復旧事業の実施状況

(仮)堆積土砂排除・災害等廃棄物処理事業

(仮)公共土木施設災害復旧事業

復旧延長 約80ｍ
土砂撤去（ 推計） 1, 300㎥

廃棄物対策課 R05.2.27(修正1）



令和５年２月２７日 

防災安全課 

土砂災害警戒区域合同点検等に係る実施要領の概要 

 

【要配慮者施設】土砂災害警戒区域（がけ崩れ・地すべり）合同点検 実施要領      

１ 目 的 土砂災害警戒区域（がけ崩れ・地すべり）のうち要配慮者利用施設のある指

定箇所を確認し、利用者の円滑かつ迅速な避難の確保につなげる。 

２ 調査期日 令和５年２月～３月（施設ごと日程調整） 

３ 参 加 者 防災担当職員・要配慮者利用施設職員 

４ 調査箇所 全市域 17 箇所（32 施設） 

５ 調査方法 目視点検及び防災体制（計画）の確認 

 

【第二次】西目地区災害警戒区域（がけ崩れ）緊急調査 実施要領            

１ 目 的 西目地区における土砂災害警戒区域（がけ崩れ）の緊急点検を関係者や地域

住民と合同で実施することで、現状の共有と土砂災害発生時の警戒避難・情

報伝達体制を確認する。 

２ 調査期日 令和５年３月実施 ９時～16 時頃 ※融雪具合により調整 

３ 参 加 者 鶴岡市、消防本部、山形県、鶴岡警察署、有識者（山形大学講師）、上郷自

治振興会、地元自治会 

４ 調査箇所 西目地区内の土砂災害警戒区域（がけ崩れ）15 箇所 

５ 調査方法 １月に第一次点検で確認したポイントを、ハザードマップを確認しながら目

視点検し、注意箇所を共有。有識者から参加住民や関係機関へアドバイスを

いただく。 

 

令和５年度土砂災害警戒区域合同点検 実施要領                    

１ 目  的 地区住民と各関係機関が合同で土砂災害危険区域の現地調査を実施するこ

とで、地元住民の土砂災害に対する理解の醸成と意識啓発を図るとともに、

関係機関における情報共有を進め、地域住民の防災意識の向上及び土砂災害

発生時の警戒避難・情報伝達体制の整備等を推進する。 

２ 調査期日 令和５年４月中旬～５月 

３ 参 加 者 鶴岡市、消防本部、山形県、鶴岡警察署、有識者（山形大学講師）、地元自

治会 

４ 調査箇所 ３月中に点検優先箇所を選定、令和５年度は約 100 箇所の点検を実施する。 

５ 調査方法 ハザードマップを確認しながら目視点検し、注意箇所を共有。有識者から参

加住民や関係機関へアドバイスをいただく。 
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クラウド サーバー上にデータを構築するた
め、 災害時、 接続が集中しても、 市役所の
サーバーがダウンすることがない。

参考： 千葉市WEB版イメ ージ図
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